



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































クションのInvestment in Britain Bureauやイギリス各地にある同様の機関に参りまし
て、そこの人たちとのディスカッションしていました。当時は日系企業が大挙してイギリ
スに押し寄せていた時期なんですけれども。あるときにBBCのテレビニュースを見てい
ましたら、「日本人と日本企業はエイリアンだ」、「日本人と日本企業は変な人たちだ」と、
そういう趣旨の報道がありました。内容をよく聞いてみると、イギリス人が「日本人の集
団主義は受け入れられない」ということを話していました。どういうことかと申しますと、
日本人、日本企業の社員はみんな同じ格好をしている。みんなが同じようなスーツを着て、
ネクタイしてる。眼鏡もしている。そして会社では、社長も従業員も同じ作業服を着て、
同じ食堂で飯食ってる。イギリス人には自分たちの社会から見ると、日本人や日本企業は
到底エイリアンとしか思えない。だからなじめないんだと言う。これ、本当に言ってまし
た。イギリスのTUCという労働組合の年次総会でです。TUCという団体はかつての日本
で言えば総評のような労組のナショナルセンターなんですが、そこの組織で日系企業批判
を堂々とやっておりました。ところが、同じイギリス人でもビジネスマンに会うと、その
ほとんどが日本企業はWelcome、Welcomeなんです。そうすると、イギリスの人たちは
日本企業からいったい何を学んだんだろうか。全面的に批判を展開し、他方で大歓迎との
姿勢を思い出すにつけ、イギリスは外国企業から果たして何を学んだんだろうかと。
　で、そういう状況ののち、イギリスがBREXITをすれば日本企業はどのような行動を
とるべきなんだろうか。今日のご講演ではあまりご説明なかったんですが、BREXITで
現地にとり残された日本企業には非常に大きな影響があると伝えられています。サプライ
チェーンが混乱するとか、在庫を積み増しして対応を図ろうとしているとか、いろんなこ
とが報じられています。日本の新聞はそんな状況のなかで、「イギリスがEUから抜けると
大変なことになる。もし、そうなればイギリスから日本企業は出て行くだろう。で、イギ
リスは駄目になる」という、そういう言い方をずっとしています。しかし、僕はそうは思
29日EU経済連携協定の意義と課題
わないんですね。イギリスの財産はなにより英語ですよ。ロンドンにいる日本企業がチェ
コとかポーランドに行って、仕事が円滑にできるかといったら、必ずしもそうはならない
と思うんです。やっぱり、英語だったらわれわれは何とかブロークンでもやっていけるわ
けですよ。私なんて英語をほとんどしゃべれないのですが、それでもなんとかやっていけ
るんですね。サプライチェーンが混乱するということもあるでしょうが、やっぱり英語圏
に日系企業は留まるだろうと私は考えます。そうすると、日系企業はやっぱりイギリスか
ら出られないのではないのでしょうか。私はそんなふうに思っています。
　本日は久保先生のご講演から大きなご示唆をいただいたと思います。お話の内容をうま
くまとめられませんが、私自身はそんな感想を持ちました。ありがとうございました。い
ま一度、久保先生に大きな拍手をお願いいたします。
進行　久保先生、前田先生、ありがとうございました。それでは、閉会に際しまして本学
総合経営学部教授の池田潔先生より閉会のご挨拶をさせていただきます。
池田　前田先生にまとめていただいたので、とくに繰り返すことはありませんが、本日は
お越しくださいましてありがとうございました。また久保先生には年末のご多忙の中をお
越しくださいましてあらためて御礼申し上げます。私自身は専門外で、この間のイギリス
の下院選挙のときはたぶんジョンソンの保守党は負けるだろうと思ってたんです。ところ
が、彼があのように大勝するなんて全く想像もしておりませんでした。そんななかで、さ
きにも前田先生の話にもありましたが、BREXITに向かうイギリスの今後についてはま
すます混沌とする感じがいたします。個人的にはそういう世界にはなってほしくはないん
ですけれども、現実には世界各国ではそれぞれ自国ファーストで進んでおり、これからの
世の中がどんなふうに変わっていくんだろうかと心配でもあります。本日は、ご示唆に富
むお話を聞かせていただきましてありがとうございました。
進行　池田先生、ありがとうございました。これをもちまして、本日の講演会を終了させ
ていただきます。
（本稿は、2019年12月21日、大阪商業大学4号館5階4510教室にて開催された講演会の記録
である）
